
（ ）

37,677 千円

千円

その他特財の内容

一般財源 59,004 千円 55,976 千円 59,404 千円 37,677 千円

千円

国県支出金の内容

地方債 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円財源

内訳

国県支出金
0 千円 0 千円 0 千円 0

その他特財
0 千円 0 千円 0 千円 0

財源合計 59,004 千円 55,976 千円 59,404 千円

0.2 人 1,570 千円 0.2 人 1,570 千円

総事業費 59,004 千円 55,976 千円 59,404 千円 37,677 千円

人件費合計 0.2 人 1,570 千円 0.2 人 1,570 千円

0.2 人 1,570 千円

臨時職員等 0 人 千円 0 人 千円 0 人 千円 0 人 千円

千円 0.2 人 1,570 千円 0.2 人 1,570 千円

コ
ス
ト

26年度（予算） 25年度（決算） 24年度（決算） 23年度（決算）

事
業
費

事業費合計 57,434 千円 54,406 千円 57,834 千円 36,107 千円

事業費内訳
（平成25年度分）

英語教育業務委託料54,406千円の全額がALT派遣にかかる費用

人
件
費

担当正職員 0.2 人 1,570

目　的
（何をどうしたいのか）

ＡＬＴのネイティブ・イングリッシュに触れさせることで、異なる国や文化の人々と臆せず積極
的にコミュニケーションを図る力の素地・基礎を養うとともに、発進力を高め、グローバル社会
で必要となる実践的な「生きる力」を養う。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

市内のユニット参加保育園・幼稚園・小学校・中学校・養護学校
の幼児・児童・生徒

対象者数（全住民に対する割合）

28,567 人 10.7 ％

実施方法

□直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：株式会社 こども英会話のミネルヴァ）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

・小学校２８校５，６年（ALT11名）
  年間３５時間派遣、他学年数時間派遣
・中学校１２校、養護学校１校（ALT7名）
  中学校年間１７時間程度の期間派遣
  養護学校１０日間派遣
・幼稚園（中学校派遣ALT）
  年間３回派遣
・希望するユニット参加保育園、幼稚園
  年１回派遣
・スーパーバイザー（1名）
  ALTの指導、学校とALTとの連絡調整

54,406
千
円

ALT派遣時間数
17249.5時間

関連事業
（同一目的事業等）

根拠法令等
教育基本法、学校教育法、学習指導要領、かこがわ教育ビジョン（加古川市教育振興
基本計画）、教育アクションプラン２０１３ 担当課･係名 学校教育課

事務区分  ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 青山真二

実施の背景
「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言」が国から示されたことを契機に、よりいっそう、使
える英語、話せる英語が求められ、ＡＬＴとのコミュニケーションを図る機会の増加や学習内容の充実が必
要となっている。

事業シート（概要説明書）

事業名 英語活動支援事業 事業開始年度 平成２２年度

上位施策名 義務教育を充実する 担当局・部名 教育指導部

事業番号１—５ 平成26年度
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事業シート（概要説明書）

事業名 英語活動支援事業 事業開始年度 平成２２年度

事業番号１—５ 平成26年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

○神奈川県大和市（小学校１９校、中学校９校）
  ・総事業費；３４，８７９千円
  ・外国人指導助手１０名
  ・派遣時間；中学校…年１２時間程度、小学校…５,６年生 年３５時間、他学年 年２時間程度
○大阪府茨木市（小学校３２校、中学校１４校）
  ・総事業費；５３，５９１千円
  ・外国人指導助手；１５人
  ・派遣時間；中学校…３５時間、小学校…５,６年生 年１０時間程度、他学年 年３時間程度
○大阪府八尾市（小学校２９校、中学校１５校）
  ・総事業費；１０２，９８５千円
  ・外国人指導助手２４名
  ・派遣時間；中学校…年３５時間程度、小学校…５,６年生 年３５時間、他学年 年３時間程度

特記事項

□拡充    ■維持　　□縮小    □改善    □統合    □廃止    □休止    □完了

  本市においては、ALTを活用した英語活動支援事業を実施するにあたり、市が独自に作成した、小学生用
の「Enjoyリスト」及び中学生用の「Can-Doリスト」を用い、児童や生徒がそれぞれに学習到達度をチェッ
クすることで、目的意識を持ってALTと接し、より大きな達成感が味わえる工夫を施しているほか、委託会
社との連携を図りながら、各学校の実態に応じた授業を進めている。
  また、課外活動においても、ALTと1泊2日の野外活動を楽しむイングリッシュ・キャンプや、ALTと1対1
での対話を体験するEnjoyチャレンジ、ALTと一緒にツーデーマーチに参加するイングリッシュ・ウォーク
等の活動を実施してきたことで、積極的にALTとコミュニケーションを図ろうとする子どもの姿を見る機会
も増えている。
  さらに、幼稚園への年3回のALT派遣や、保育園児がALTと触れ合うNEC活動など、幼児期から英語に対す
る興味を育むための活動にも取り組んでいる。
  なお、国においては、グローバル化に対応した英語力の向上を目指すため、英語教育改革実施計画を発
表し、小学校外国語活動の3年生からの実施や、5・6年生での教科化、中学校におけるオールイングリッ
シュでの授業の実施を打ち出しているところでもあり、当事業は、今後さらに充実が必要な事業である。

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

中学校においては、ＡＬＴのネイティブ・イングリッシュに触れさせ、コミュニケーション能力
の充実を図る。小学校では、ＡＬＴとの触れ合いを通して、言語や文化について体験的に理解を
深め、基本的な表現を何度も使うことで慣れ親しませながらコミュニケーションの素地を養う。
幼稚園は、英語に触れる機会を設ける。成果測定は、各学校に5点方式のALT満足度アンケートを
実施している。さらに、今年度は外国語活動を楽しいと感じている児童数のアンケート調査も実
施している。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ25年度 Ｈ24年度 Ｈ23年度

英語活動充実度（アンケート調査） 点 4.5/5 4.7/5 4.6/5

/ / /

/ / /

/ / /

単位当たりコスト 総事業費 ／ ALT派遣時間数 円 3,271 3,596 3,834

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ25年度 Ｈ24年度 Ｈ23年度

学校園にＡＬＴを派遣した時間 時間 17108.5/17269 16515.5/17269 9825/17269

保育園・幼稚園にＡＬＴを派遣した回数 回 94/100 90/100 87/100

/ / /
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千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

外国語指導助手（ALT）を市内の小中学校等に派遣し、教員と協力した効果的なティーム
ティーチングの実施や、外国語活動等に関する教材作成、採点業務など加古川CAN－DOプ
ランと称した独自の英語活動業務を実施することで、英語教育の充実及び国際理解教育
の進展を図る。

株式会社こども英会話のミネルヴァ
 (現：株式会社ミネルヴァ
        インテリジェンス）

54,406 千円
プロポーザル方式による随意契
約

委託先シート 平成25年度

委託内容 委託先 委託金額 事業者選定方法

－
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The future belongs to those who believe in the beauty of their dreams.

Don’t be afraid of making mistakes when you speak English!

■「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言」■「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言」
（文部科学省 平成２３年６月：一部抜粋）

基本的な考え方

１ 英語力の向上は、教育界のみならずすべての分野に共通する喫緊かつ重要な課題

２ 求められる英語力

・臆せず積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

・相手の意図や考えを的確に理解し、論理的に説明したり、反論・説得したりできる能力 など

３ 新学習指導要領の着実な推進は、我が国の国民の英語力向上のための基本

提言１生徒に求められる英語力について、その達成状況を把握・検証する。

○国や教育委員会、学校は外部検定試験を活用し、生徒に求められる英語

力の達成状況を把握・検証する。

※新学習指導要領に基づき達成される生徒の英語力は中学校卒業段階で

英検３級程度以上

○国は、学習到達目標をCAN－DOリストの形で設定することに向けて
検討する。

○学校は、学習到達目標をCAN－DOリストの形で設定・公表し、達成
状況を把握する。

提言２生徒にグローバル社会における英語の必要性について理解を促し、

英語学習のモチベーション向上を図る。

提言３ALT、ICT等の効果的な活用を通じて、生徒が英語を使う機会を

増やす。

提言４英語教員の英語力・指導力の強化や、学校・地域における戦略的な

英語教育改善を図る。

提言５グローバル社会に対応した大学入試となるよう改善を図る。

平成２４年４月発行 加古川市教育委員会

〒675-8501 加古川市加古川町北在家２０００ 電話０７９－４２７－９３５４ FAX０７９－４２１－４４２２
http://www.city.kakogawa.lg.jp/

・CAN-DO（ENJOY）チャレンジ
CAN-DO（ENJOY）リストをふまえた、加古川市オリジナル英語運用能力テストを実施する。
対象は小学校６年生と中学校３年生とし、それぞれの学年で学習した内容と基本的な英語運用能力

を持ち合わせているかどうかを確認する。

英語学習への意欲・関心を高めていくことを目的とし、学ぶプロセスを大事にする。合格者には

Language Passport（認定証）を発行する。H２４年度は試行として希望者で実施し、H２５年度
以降は、さらに対象児童生徒の拡大を目指す。

・イングリッシュ・キャンプ、イングリッシュ・ウォーク等の実施

英語でコミュニケーションする機会を増やすために、夏休みにＡLTと英語だけで過ごす１泊研
修や、ALTと共にツーデーマーチにチャレンジすることも計画中。

児童･生徒の英語力向上のために

経済のグローバル化や情報化社会が急速に進展し、人材育成面での国際競争も加速していることから、

学校教育において英語教育を充実することが喫緊の課題となっている。タイ・韓国・中国など、アジアの

近隣諸国でも国家戦略として小学校段階から英語教育を実施する国が急速に増加しつつある。

そこで加古川市教育委員会では、新学習指導要領の全面実施、及び「国際共通語としての英語力向上の

ための５つの提言」が国から示されたことを契機に、子どもたちがグローバル社会において臆せずに活躍

できる素地を養うためのビジョンを描き、加古川ＣＡＮ-ＤＯプランとして、幼児期から中学卒業までを

通した段階的かつ総合的な取り組みを進めることとした。

■加古川■加古川 CAN-DOCAN-DOプランプラン

英語力向上プロジェクト

CAN-DOリスト

1対 1の英会話

ＡＬＴの拡充
Yes, we can!

－
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加古川CAN-DOプラン

加古川CAN-DO プランの方向性
加古川教育ビジョン（加古川市教育振興基本計画）における新学習指導要領の推進計画に基づき、「生きる力」を育むため英語を通したコミュニケーション能力の向上を図る。具体的には小学校外国語活動・中学校英語教育でコミュニケーション

能力の素地・基礎を養うとともに発信力を高め、２１世紀のグローバル社会で必要となる実践的な「生きる力」を養う。そこで、以下の３つの柱を中心に取り組みを進める。

１ ＡＬＴの配置拡充

小学校外国語活動ではＡLＴの配置時間を拡充（１２時間→３５時間）するとともに、低・中学年にも学校規模に応じて積極的に配置する。また、幼稚園も
配置を拡充（年間1回→年間３回）する。中学校でもより充実した配置ができるように、ＡＬＴ配置校の組み合わせを見直す。

２ CAN-DOリスト（中学校版）／ENJOYリスト（小学校版）の積極的な活用
CAN-DOリストとは、英語を使って実際に何ができるようになるか、その能力（到達目標）を記述したものである。加古川市では小学校版（５、６年生
用の２つのレベルのENJOYリスト）と中学校版（1st Stage、2nd Stage、3rd Stageの３つのレベルのCAN-DOリスト）の合計５つのオリジナル・リスト
を作成し、積極的に活用する。到達目標を明確にすることで、学習者が英語の達成状況を把握し、モチベーションも高まる。また、指導者は評価にも活用す

ることができる。

３ ＡＬＴとのマンツーマン（１対１）でのコミュニケーション場面の設定

小学校外国語活動では、ＡＬＴの配置拡充に伴い、1対1でコミュニケーションする機会（ENJOYトーキング）を設定する。継続して取り組むことで、
臆することなく自信をもってコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。中学校においても、小学校外国語活動の成果を活かし、より実践的なコミュニ

ケーション活動が行えるように、ＡLＴとの対話場面を増やすとともに、さらなる指導の工夫改善につなげる。

コミュニケーション能力を養う

●科目構成を変更

●授業は英語を用いて行うことが基本

●指導語彙 １３００語→１８００語

コミュニケーション能力の基基を養う

●授業時数 週３→週４コマ

●指導語彙 ９００語→１２００語

中学校英語科

■■小学校との連携

中学校区（ユニット）内の小学校外国語活動の実態を踏まえ、中学校１年生

の入門期の指導を改善するとともに、小学校外国語活動から英語科へのスム

ーズな接続を促す。

■■CAN-DOリストの積極的な活用
各学年で到達すべき目標を明確にすることで、学習者・指導者ともに現在

の達成状況を把握することができる。日々の学習活動に沿った形で、「英語を

使ってできること」を確認することにより、学習のつまづきにも対応可能である。

また、学習者のための動機付けのツールとして活用することも期待される。

■生徒に求められる英語力の達成状況を把握・検証

各学校において、新学習指導要領に基づき、生徒に求められる英語力の達

成状況を積極的に把握・検証する。（中学校卒業段階で英検３級程度以上）

コミュニケーション能力の基基を養う

●５，６年生に週１コマの

外国語活動（年間３５時間）
●英語に触れる

小学校外国語活動

■■ALT配置日数の拡充
平成２４年度から、英語ノートに変わる新しい外国語教材“Hi, friends!”に対応し、小学校５、６

年生の外国語活動の時間をさらに充実したものにするため、各クラスにＡLＴを年間３５時間配置

する。学校の実情に合わせて、低学年・中学年への配置も積極的に推進する。

■■ENJOYリスト
加古川市オリジナルの ENJOY リストを作成し、外国語活動のねらいを明確化するとともに、学

習者が到達目標を把握し、成果を実感することにつなげる。また、指導者は評価に活かすこと

で、指導の効率化を図る。また、今後の課題についての検証も重ねていく。

■ENJOYトーキング
ＡＬＴを有効に活用し、コミュニケーションの場面を増やすために、授業時間内に ENJOY トー

キングの時間を設ける。ＡLＴと１対１で会話する機会を増やすことで、実践的なコミュニケーション

能力の素地を養うことを目標とする。

保育園･幼稚園

■■ＣＤ教材の配布

幼児向けの英語の歌が３０曲入った CD 教

材 ”ENGLISH SONGS for KIDS ”を保育

園・幼稚園に配付し、触れる機会を増やすこ

とで、英語独特のリズムやイントネーションに

慣れ親しむ。

■■ＡＬＴの有効活用

保育園・幼稚園を対象に、夏休みのＮＥＣ

活動を本年度も実施する。また全幼稚園を

対象に、年間３回ＡLＴを配置し、就学前の

段階から、英語で歌ったり踊ったりすること

で、英語に対する感覚や興味を育て、小学

校外国語活動の種を蒔く。

保幼小連携
小中連携

中高連携

異文化体験豊かな語学力

国際社会で活躍する人材

加古川加古川CAN-DOCAN-DO プランの段階的な取り組みプランの段階的な取り組み

Yes, we can!

３つの柱

－
5
9
－



Kakogawa ENJOY List

ME ALT JTE

1 積極的にあいさつをしようとする。  

2 英語でのあいさつや自分の名前の言い方になれる。

3 表情やジェスチャーをつけて感情やようすを相手に伝えようとする。

4
コミュニケーションの大切さに気づく.世界のさまざまなジェスチャーを知り、積極的に伝え
ようとする。

5 １～2０の言い方や数のたずね方になれる。

6
日常生活の身近な数字を聞き取ったり、言おうとする。（電話番号、時間、年齢など）
積極的に数を数えたり、たずねたりしようとする。

7 日本語と英語の音のちがいに気づく。

8 積極的に好きなものやきらいなものをたずねたり答えたりしようとする。

9 色や形の言い方になれる。

10
どのようなものが好きかをたずねる表現になれる。
（色、形、動物、くだもの、スポーツ等など）

11 身の回りのアルファベットの表記に気づく。アルファベット（Ａ～Ｚ）を発音になれる。

12 アルファベット（Ａ～Ｚ大文字）を聞いて、それがどの文字かわかる。

13 身の回りの語になれる。

14 あるものが何かをたずねたり答えたりする表現になれる。

15 曜日や教科などの言い方を知る。

16 外国の小学生と自分たちの学校生活の同じところや違ったところについて知る。

17 時間割についてたずねたり答えたりする表現になれる。

18 ていねいな言い方で欲しいものをたずねたり、答えたりする表現になれる。

19
世界のさまざまな料理を知り、相手のことを考えてていねいな言い方でほしいものをたず
ねたり、こたえたりする。

観点１：外国語を通じて、言語や文化について体感的に理解を深める。
観点２：外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。
観点３：外国語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ。

Check

Lesson1

Lesson2

Lesson3

５年生のENJOYリスト

Lesson8

Lesson9

Lesson4

Lesson5

Lesson6

Lesson7
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Kakogawa ENJOY List

ME ALT JTE

1 ３１～１００の数の言い方を知る。

2
アルファベットの小文字と読み方が一致する。あるかどうかをたずねたり答えたりする表
現になれる。

3 月と日にちの言い方を知り、自分の誕生日の言い方になれる。

4 誕生日のたずね方や答え方になれる。

5 「できる」「できない」や動作を表す表現を知る。

6 「できること」「できないこと」をたずねたり答えたりする表現を知る。

7 自分ができることを考え、友達と積極的に交流しようとする。

8 街中にある様々な建物などの言い方に興味を持ち、理解しようとする。

9 方向や動きを指示する表現を聞いて理解する。英語を使って相手に目的地を伝える。

10 世界では、様々な人々が様々な生活をしていることを知り、世界に興味を持つ。

11 行きたい国をたずねたり、答えたりする表現になれる。

12 相手にはっきりと伝わるように自分の行きたい国とその理由を伝えようとする。

13 生活や動作を表す表現や、時刻の言い方、たずね方を知る。

14 一日の生活についての時刻を表す表現に慣れ親しみ、時差があることを知る。

15 相手に伝わるように自分の生活を紹介しようとする。

16 物語の筋がわかり、様子をたずねたり答えたり、行動をうながす表現になれる。

17 積極的に英語を使って、考えた物語の筋を伝えたり聞こうとしたりする。

18 様々な職業の言い方を知り、職業を表す語の日本語と英語の共通点に気づく。

19 将来就きたい職業について、たずねたり答えたりする。

20 お互いの夢について伝えようとする。

観点１：外国語を通じて、言語や文化について体感的に理解を深める。
観点２：外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。
観点３：外国語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ。

Lesson7

Lesson8

Check

Lesson1

Lesson2

Lesson3

Lesson４

Lesson5

Lesson6

６年生のENJOYリスト
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聞く 話す　読む 書く

積極的に自己紹介をしたり相手の自己紹介を聞いたりしようとしている。 〇 〇

身近な単語を正しく発音することができる。 〇

身近な単語を聞いて、何を表わすかがわかる。 〇

アルファベット（Ａ～Ｚ）を発音することができる。 〇

アルファベット（Ａ～Ｚ）を読むことができる。 〇

アルファベットの大文字・小文字がわかる。（Aとa / Fとfなど） 〇

アルファベット（Ａ～Ｚ）を聞いて、どの文字かを理解することができる。 （人の名前のつづりなど） 〇

自分自身の名前を書くことができる。 〇

指示通りの動作をすることができる。 〇

英和辞書をひいて目的の語を見つけることができる。 〇

日常的なあいさつを理解することができる。（例：How are you? / Nice to meet you.） 〇 〇

be動詞の用法を正しく使い、たずねられた事に対して適切に応答する事ができる。 〇 〇

4線紙に単語・単文を正しく書くことができる。 〇

アルファベット・符号や初歩的な単語を書くことができる。 〇

Word Web　1 日常生活の身近な数字を聞き取ることができる。（年齢、電話番号、値段、年など） 〇 〇

一般動詞の用法を正しく理解し、書くことができる。 〇

自分の好きなことや普段行う事について応答する。 〇 〇

活動に対して積極的に取り組んでいる。 〇 〇

一般動詞を理解し、言われた動作をすることができる。 〇

曜日を聞き取ることができる。 〇

曜日・天気をたずねることができる。 〇

対話を聞いて、その内容を捉え質問に正しく答えることができる。 〇 〇

つづり字と発音の関係を見て、発音の違いを感じる。 〇 〇

Whatの用法を正しく理解し、疑問文として相手にたずねることができる。 〇

たずねられたことに適切に答えることができる。 〇 〇

単語を複数形にし、２人(２つ)以上の表現を理解している。 〇

数を聞く表現を理解し、運用することができる。 〇

My Project　1 一般動詞、be動詞を正しく使い、スピーチとして自己紹介ができる。 〇 〇

命令表現を理解することができる。 〇

相手の指示を正しく理解し、適切に応答できる。 〇

be動詞の用法を正しく使い、たずねられた事に対して適切に応答する事ができる。 〇 〇

物の位置を正しく聞き取ることができる。 〇 〇

代名詞（he / she)　を使い、家族を紹介することができる。 〇

Speaking 1 時刻をたずねる表現を正しく見につけ、運用することができる。 〇 〇

語順やつづりを正確に覚えている。 〇 〇

単語を複数形にすることができる。 〇 〇

肯定文、疑問文、否定文における３人称単数現在の（e)sを理解している。 〇

第三者についての質問に対して応答することができる。 〇

Word Web　3 月の名前と順番を表す言い方を知り、対話することができる。 〇 〇

疑問詞（who,when)で始まる文でたずねたり、答えたりできる。 〇 〇

正しく、代名詞の格を用いることができる。 〇

疑問詞（which,whose)で始まる文にたずねたり、答えたりできる。 〇 〇

出てきた語句に対して正しいリズムやイントネーションで発音することができる。 〇

まとまりのある英文を聞いて、要点を理解している。 〇

音のつながりに注意して正しく発音している。 〇

英語のしくみ 2 英語の人称や代名詞の格変化について理解している。 〇 〇

canを用いて、自分のできることを表現できる。 〇

canを用いて、相手にできることをたずねたり、答えたりできる。 〇 〇

会話文の内容を正しく読み取ることができる。 〇

Speaking 3 依頼する、許可を求める定型表現を正しく理解し、運用している。 〇 〇

My Project　2 文章をまとめ、スピーチとして人を紹介することができる。 〇 〇 〇 〇

現在進行形の表現を理解し、運用することができる。 〇 〇

電話での簡単な応答をすることができる。 〇 〇

Reading 2 辞書を使って積極的に書こうとしている。 〇 〇

英語のしくみ 3 まとまりのある英文を聞いて、要点を理解している。 〇

過去時制の表現を正しく理解し、運用することができる。 〇 〇

（Why～？/Because～.)の応答表現を理解し、文章を書くことができる。 〇

買い物で用いる定型表現を覚え、それを運用することができる。 〇 〇

積極的に活動に取り組もうとしている。 〇 〇

Listening 3 まとまりのある対話文を聞いて、概要や要点を適切に聞き取ることができる。 〇

疑問詞を使って質問したり、質問に答えることができる。 〇 〇

相手の言っていることを正しく理解することができる。 〇

不規則動詞の過去時制の表現を身につけている。 〇 〇 〇

文章を読み取り、大切な情報を落とさずに話す。 〇 〇

Writing　2 既習事項を用いてまとまりのある文章を書くことができる。 〇

規則動詞・不規則動詞の文の構造を理解し、まとまりのある文章を書くことができる。 〇

聞き手を意識して、強調して話すことができる。 〇

アクションタイ
ム全員集合

PROGRAM CAN-DO　LIST
POINT

Classroom
English

Let's Start

1

2

Writing　1

3

5

英語のしくみ１

6

7

Word Web　2

Listening 1

4

Reading 1

英語のしくみ 4

1st Stage （中学校１年生）

10

Speaking 4

My Project　3

11

Speaking 2

Listening 2

8

9
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聞く 話す　読む 書く

授業で用いられる英語表現を理解する。 〇 〇

英和辞書を引いて、単語の意味や例文を調べ、正しく文章を書くことができる。 〇

一般動詞の過去形をを用いて会話ができる。 〇

be動詞の過去形を用いて会話ができる。 〇

過去の体験についての自分の考えを正しく書くことができる。 〇

過去について書かれたまとまりのある英語を読んで概要を理解できる。 〇

自分の日記を英文で書くことができる。 〇

過去形を用いて場面を英文で書くことができる。 〇

イントネーション、音変化、区切りを理解している。 〇

未来の予定や意志をあらわす表現を正しく使い、相手に伝えようとしている。 〇

未来の予定を正しく書く。 〇

Shoｗ & Tellとして、自分の旅行計画を発表することができる。 〇

天気予報を聞いて、情報を正しく聞き取ることができる。 〇

聞き取った天気予報をもとに、自分の考えを言い合えることができる。 〇 〇

場面に応じた読み方ができている。 〇

質問や依頼に対して適切に応じている。 〇 〇

義務や禁止を表す表現を理解している。 〇 〇

自分の考えを正しく伝えている。 〇

誘うとき、依頼するとき、約束するときの表現を正しく身につけている。 〇 〇

質問や依頼に適切に応じている。 〇 〇

My Project 4 既習事項を用いて積極的に対話を発展させることができる。 〇 〇

未来表現、接続詞を用いて自分の予定や考えを正しく書く。 〇

自分の予定をスピーチとして発表することができる。 〇

まとまりのある文章を聞いて、あらすじや要点を読み取ることができる。 〇

書かれている内容が表現されるように読むことができる。 〇 〇

感想文を英文で書くことができる。 〇

There is / are　～.の表現を理解している。 〇 〇 〇

時や条件を表す表現の用法を正しく理解している。 〇 〇 〇

身近な観光地についての紹介文を書くことができる。 〇

買い物で用いる定型表現を覚え、それを運用することができる。 〇 〇

買い物の注文の場面に応じた読み方ができる。 〇

＜to + 動詞の原形＞の用法を理解し自分の考えを正しく伝えることができる。 〇 〇

相手の言っていることを正しく理解し、適切に応じることができる。 〇 〇

＜to + 動詞の原形＞の表現を使い、自分の夢についての英作文を書くことができる 〇

積極的に対話に取り組もうとしている。 〇 〇

インタビューで聞いたことを英語でまとめることができる。 〇

電子メールのあらすじや大切な部分を正確に読み取ることができる。 〇

自己紹介や相手への質問を電子メールを想定して英語で作成することができる。 〇

動名詞を用いて、人の行動を説明することができる。 〇 〇

SVC文型を用いて、人や物の様子や状態について言うことができる。 〇 〇

SVOO文型を正しく身につけ、だれかに何をあたえるということを理解している。 〇 〇

道案内で用いる定型表現を正しく身につけ、運用することができる。 〇 〇

場面に応じた読み方ができる。 〇

道案内の場面での質問に適切に答えることができる。 〇 〇

Challenge 1 まとまった文章を読解することができる。 〇

既習事項を用いて、自分の夢をスピーチとして表現する。 〇 〇

自分の夢について構成を考え、まとまった文章を書く。 〇

英語のしくみ 3 There is / are　～.、接続詞、不定詞、動名詞、SVC文型、SVOO文型の文構造を理解している。 〇

まとまりのある文章を読んで、あらすじや内容を理解している。 〇

読んだことについて話して表現できている。 〇 〇

物語についての感想文を英文で書くことができる。 〇

形容詞の比較級や最上級、言及を用いた比較表現を正しく用いて、運用することができる。 〇 〇

物語についての感想を含めた本にへの手紙を英文で書くことができる。 〇

比較表現を用いて書かれてある問題を読み、説明することができる。 〇 〇

語順をまちがえずに、正しく文を書くことができる。 〇

買い物で用いる定型表現を覚え、それを運用することができる。 〇 〇 〇

買い物の注文の場面に応じた読み方ができる。 〇

形容詞や副詞の比較級や最上級、原級を用いた比較表現を理解している。 〇 〇

スピーチを聞いて、概要や要点を適切に聞き取ることができる。 〇 〇

自分の考えを接続詞や副詞を用いて書くことができる。 〇

積極的に意見の交換をしようとしている。 〇 〇

受け身の文の構造を理解している。 〇 〇 〇

受け身の用法を使い、まとまりのある文章を書くことができる。 〇

書いた内容を元に、Show ＆ Tell　の方式で発表することができる。 〇 〇

まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞きとることができる。 〇

与えられた主題において、意見交換をすることができる。 〇 〇 〇

比較変化、受け身などの文構造について理解している。 〇

ものを描写する英語の文章を書くことができる。 〇

まとまりのある文章を読んで、内容を理解する。 〇

読んだことをもとに、主人公の心情を適切に表現して書くことができる。 〇

POINT

Classroom
English

1

Writing　1

英語のしくみ１

2

PROGRAM CAN-DO　LIST

英語のしくみ 2

4

5

Speaking 3

Listening 1

Speaking 1

3

Speaking 2

12

Challenge 2

Speaking 5

10

Writing　3

Writing　2

7

2nd Stage（中学校２年生）

11

Listening 3

My Project 6

Speaking 4

My Project 5

8

9

6

Listening 2
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聞く 話す　読む 書く

授業で用いられる英語表現を理解する。 〇 〇

辞書を使って句動詞を調べ、連語を用いた表現を理解し、短い文章を正しく読むことができる。 〇

受け身(過去）の表現を理解し、運用することができる。 〇 〇

「完了」を表す現在完了の肯定文を書くことができる。 〇

「完了」を表す現在完了の疑問文・否定文を書くことができる。 〇

飛行機内で用いる定型表現を正しく身につけている。 〇 〇

質問に対して、適切に応答することができる。 〇 〇

「継続」を表す現在完了の文章を書くことができる。 〇

「経験」を表す現在完了の文章を書くことができる。 〇

観光名所について短文を書くことができる。 〇

レストランで用いる定型表現を正しく身につけ、運用することができる。 〇 〇

現在完了の表現を用いて、スキットを作成することができる。 〇

英語のしくみ 1 現在・過去・未来の表現/現在完了の文構造について理解している。 〇

It is ～（for + 人）to…/know how to ～/ask ～to …の用法を理解している。 〇 〇 〇

物品の使用方法についての文章を読みわかったことを1文で表すことができる。 〇

Challenge 1 料理の手順を説明する表現を理解することができる。 〇

Speaking 3 電車での目的地までの行き方をたずねたり伝えたりする表現を身につけている。 〇 〇

Listening 1 まとまりのある英文を聞いて、インタビューの用紙や概要を正しく聞き取ることができる。 〇

インタビューの内容を読んで、概要を理解することができる。 〇

インタビューの内容を聞いて、概要を聞き取ることができる。 〇

質問内容を整理して、インタビュースキットを作成することができる。 〇 〇

英語のしくみ 2 It is ～（for + 人）to…/know how to ～/ask ～to …の用法を理解している。 〇

まとまりのある英文を、物語の展開を理解しながら読むことができる。 〇

読んだ事について要点を整理することができる。 〇 〇

物語について感想文を書くことができる。 〇

例文メールを見て、内容を理解することができる。 〇

自分の要求が正しく伝わるように、内容を整理して英文を書くことができる。 〇

＜主語＋動詞＋目的語＋補語＞で表される表現や間接疑問の用法を身につけている。 〇 〇 〇

＜make A+B＞を用いて、短文を書くことができる。 〇

間接疑問を用いて正しい語順で質問する文を書くことができる。 〇

電話で用いる定型表現を正しく見につけ、運用することができる。 〇 〇 〇

相手をみずに相手の話す情報を聞き取ることができる。 〇 〇

要点を整理し、正しく伝言メモを書くことができる。 〇

後置修飾の用法を使って、日本独自のものを説明することができる。 〇 〇

スピーチの内容が伝わるように文章をスムーズに読むことができる。 〇

Challenge 2 まとまりのある文章を聞き、内容を理解することができる。 〇

英語のしくみ 3 ＜主語＋動詞＋目的語＋補語＞/後置修飾などの文構造を理解している。 〇

スピーチ原稿を読んで、概要や文章構成を理解することができる。 〇

文章構成を考えてスピーチ原稿を書くことができる。 〇

身近な行事や祭りについてスピーチを作り、発表することができる。 〇

関係代名詞（主格）の表現を正しく身につけている。 〇 〇 〇

関係代名詞（主格）を使い、人物について正しく伝えることができる。 〇 〇

買い物で用いる定型表現を正しく身につけている。 〇 〇

場面に応じた読み方ができるように音読できる。 〇

質問に対して、適切に応答することができる。 〇 〇

関係代名詞（目的格）の表現を正しく身につけている。 〇 〇

宝物について説明する文を正しく書くことができる。 〇

関係代名詞を用いてセールスポイントを正しく書くことができる。 〇

まとまりのある英文を読んで、内容を理解することができる。 〇

まとまりのある英文を書いて表現することができる。 〇

Listening 2 （駅や空港）でのアナウンスを聞いて、要旨を正しく聞き取ることができる。 〇

英語のしくみ 4 関係代名詞（主格・目的格・省略）の文構造を理解している。 〇

物語の概要やあらすじを正しく理解している。 〇

読んだ事について感想文を書くことができる。 〇

多くの偉人についての情報を積極的に得ようとしている。 〇 〇

Listening 3 説明文の内容を聞いて、概要を理解することができる。 〇

スピーチ原稿の内容とその書き方を理解している。 〇

文章構成を考えてスピーチ原稿を書くことができる。 〇

内容が正しく伝わるように発表することができる。 〇

物語の概要やあらすじを正しく理解している。 〇

読んだことについて要点を整理して書くことができる。 〇

心情を読み取り、文章で正しく表現することができる。 〇

3rd Stage （中学校３年生）
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